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前
回
は
木
に
つ
い
て
学
問
的
な
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
書
き
ま
し
た
け
れ
ど
も 

そ
ん
な
に
膨
大
な
意
味
に
沿
っ
て
我
が

子
を
「
ナ
ム
」
と
言
い
始
め
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
象
徴
的
に
木
が

天
と
地
を
繋
ぐ
よ
う
に
神
様
と
世
界
、 

ま
た
、
人
と
人
の
間
を
繋
い
で
生
き
れ

ば
い
い
な
、
と
い
う
夢
の
大
き
い
親
の

願
い
が
こ
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
に
準
じ
て
、
本
名
も
繋
ぐ

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
「
繗(

リ

ン)

」
と
い
う
単
語
を
用
い
て
「
成
繗
」

と
名
付
け
、
ま
た
洗
礼
名
は
、
人
間
を

超
え
て
何
の
隔
た
り
も
な
い
キ
リ
ス
ト

者
の
生
き
方
を
示
さ
れ
た
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
の
名
前
を
借
り
て
付
け
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
生
き
方
は
、親
で
は
な
く
彼

自
身
が
選
び
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
生
き

方
に
よ
る
人
生
の
実
り
と
い
う
の
は
、

本
人
の
生
き
方
が
根
を
下
ろ
し
て
い
る

根
本
に
か
か
わ
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

“
良
い
木
は
良
い
実
を
結
び
、
悪
い
木

は
悪
い
実
を
結
ぶ
”(

マ
タ
イ
7
：
17)

か
ら
で
す
。
そ
れ
な
ら
良
い
実
を
結
ぶ

良
い
木
は
、
ど
の
よ
う
な
木
な
の
で
し

ょ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
善
い
地

に
種
が
ま
か
れ
根
を
下
ろ
し
た
木
な
の

で
す
。 

韓
国
語
で
奥
さ
ん
の
こ
と
を
「
内
の

太
陽
」
と
い
う
意
味
で
「
ア
ネ
」
と
言

い
ま
す
が
、ア
ネ
と
私
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・

成
繗
と
い
う
名
前
を
持
っ
て
い
る
「
ナ

ム
」
が
神
様
と
い
う
根
本
に
ち
ゃ
ん
と

根
を
下
ろ
し
、
善
い
実
を
結
べ
る
木
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

キ
リ
ス
ト
は
木
で
す
。
こ
れ
か
ら
お

生
ま
れ
に
な
る
キ
リ
ス
ト
は
、
神
様
と

い
う
宇
宙
の
中
心
に
根
を
下
ろ
し
、
そ

の
た
だ
中
に
立
っ
て
い
る
命
の
木
な
の

で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
、
神
様
と
人
間
の

間
を
繋
ぐ
た
め
に
立
て
ら
れ
た
十
字
架

に
掛
け
ら
れ
、
ご
自
身
の
全
て
を
神
様

に
帰
依(

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で「
南
無

(

ナ
ム)

」
と
い
う
意
味)

し
、
救
い
と
い

う
良
い
実
を
結
び
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
、
世
の
中
で
一
番
美
し
い
木

な
の
で
す
。キ
リ
ス
ト
者
も
同
じ
で
す
。

キ
リ
ス
ト
者
一
人
ひ
と
り
は
、
神
様
と

人
々
を
繋
い
で
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
隔

た
り
を
な
く
す
た
め
に
こ
の
世
に
送
ら

れ
た
尊
い
木
な
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

キ
リ
ス
ト
に
倣 な

ら

っ
て
神
様
に
自
分
を
帰

依
し
、
自
分
な
き
自
分
と
し
て
生
き
て

い
く
時
、
私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
は
世
界
軸

と
し
て
の
尊
さ
を
取
り
戻
せ
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
ナ
ム
・
キ
リ
ス
ト
で
す
。 

12
月
～
2
月
の
予
定  

◆
12
月 

25
日
㈬ 

降
誕
日 

26
日
㈭ 

最
初
の
殉
教
者
ス
テ
パ
ノ
日 

27
日
㈮ 

福
音
記
者
使
徒
聖
ヨ
ハ
ネ
日 

28
日
㈯ 

聖
な
る
幼
子
の
日 

29
日
㈰ 

降
誕
後
第
1
主
日 

◆
1
月 

1
日
㈬  

主
イ
エ
ス
命
名
の
日 

5
日
㈰  

降
誕
後
第
２
主
日 

6
日
㈪  

顕
現
日 

 
      

 

1
月
逝
去
者
記
念
礼
拝
（
聖
餐
式
） 

7
日
㈫  

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

12
日
㈰  

顕
現
後
第
1
主
日
・
主
イ
エ
ス

洗
礼
の
日 

13
日
㈪ 

主
教
ヒ
ラ
リ
ー 

14
日
㈫  

聖
書
に
学
ぶ
会
・
黙
想
会 

17
日
㈮ 

修
院
長
ア
ン
ト
ニ
オ 

黙
想
会 

19
日
㈰ 

顕
現
後
第
2
主
日 

20
日
㈪ 

殉
教
者
主
教
フ
ァ
ビ
ア
ン 

21
日
㈫  

殉
教
者
お
と
め
ア
グ
ネ
ス 

         

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

22
日
㈬ 

殉
教
者
執
事
ビ
ン
セ
ン
ト 

 
 
 
  

25
日
㈯ 

使
徒
聖
パ
ウ
ロ
回
心
日 

26
日
㈰ 

顕
現
後
第
3
主
日 

27
日
㈪ 

主
教
教
会
博
士
ヨ
ハ
ネ
・
ク
リ
ソ

ス
ト
ム 

28
日
㈫ 

司
祭
教
会
博
士
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ

ナ
ス 

聖
書
に
学
ぶ
会
・
黙
想
会 

◆
2
月 

2
日
㈰  

被
献
日  

3
日
㈪ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
殉
教
者 

 
 
 
 

2
月
逝
去
者
記
念
礼
拝
（
聖
餐
式
） 

4
日
㈫  

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

5
日
㈬ 

日
本
の
殉
教
者 
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■
教
会
と
私 

「
主
に
支
え
ら
れ
て
」 

 
 

 
 

 
 

 

吉
村 

輝
夫 

 

  
 

男
子
会
だ
よ
り 

 

11
月 

11
月
４
日
（
祝
）
午
後
３
時
か
ら
男

子
会
主
催
で
、
成
司
祭
、
荻
原
聖
職
候

補
生
の
歓
迎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
を
行
な

い
ま
し
た
。
男
子
会
以
外
か
ら
も
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
18
名
で
秋
の
夕

べ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

12
月
14
日
（
土
）
夕
の
礼
拝
の
後
、

男
子
会
恒
例
の
年
次
総
会
と
忘
年
会
を

行
な
い
ま
す
。
会
場
は
焼
き
肉
店
コ
ラ

ボ
旗
の
台
店
で
す
。（
記
・
伊
藤
和
彦
） 

  
 

 
 
 

   

主
の
ご
降
誕
を
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

私
は
四
、
五
歳
の
頃
、
日
曜
日
に
は

教
会
の
幼
稚
科
と
称
す
る
処
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
祖
父
は
牧
師
で
あ
り
、
父

母
も
明
治
の
生
ま
れ
で
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
受
洗
し
て
い
ま
し
た
。 

 

小
学
三
年
生
か
ら
の
四
年
間
は
、
第 

二
次
世
界
大
戦
中
で
敵
国
の
宗
教
と
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
口
に
す
る
の
も

御
法
度
の
時
代
で
し
た
。 

 

終
戦
の
翌
年
、
中
学
二
年
の
時
、
戦

災
で
半
ば
焼
け
残
っ
た
三
階
建
て
の
映

画
館
で
数
百
人
を
集
め
た
賀
川
豊
彦
氏

の
講
演
を
独
り
で
聴
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
終
っ
て
暫
く
は
感
動
で
茫

然
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

中
三
の
頃
に
読
ん
だ
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ

ル
ズ
の
『
世
界
文
化
史
大
系
』
で
は
、

仏
教
は
詰
ま
る
所
、
「
人
に
慈
悲

・

・

、
自

己
は
無
我

・

・

」
の
人
間
釈
迦
の
教
え
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
「
人
に
愛・

、
自
己

は
犠
牲

・

・

」
と
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

教
え
で
あ
り
、
両
者
は
相
似
し
ま
す

が
、
相
違
点
は
、
イ
エ
ス
は
神
の
子

・

・

・

で

あ
り
、
父
な
る
神
は
天
地
を
創
造
さ
れ

た
宇
宙
の
主
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。 

 

高
校
生
に
な
っ
て
、
級
友
二
人
か
ら 

「
教
会
へ
行
っ
て
み
な
い
か
？
」
と
の

誘
い
を
受
け
、
大
学
受
験
が
近
づ
く
ま

で
暫
く
通
っ
た
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
の

教
会
で
の
牧
師
さ
ん
の
力
強
い
説
教

は
、
毎
回
名
映
画
を
鑑
賞
し
た
時
の
様

な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。 

 

青
年
時
代
、
鈴
木
大
拙
著
『
禅
と
日

本
文
化
』
を
読
み
、
禅
哲
学
に
も
強
く

魅
せ
ら
れ
て
、
福
井
の
永
平
寺
や
鎌
倉

の
円
覚
寺
等
で
座
禅
会
へ
の
参
加
を
試

み
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で

意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
万
人
が
近
付
き
易
い

と
い
う
点
で
は
キ
リ
ス
ト
教
に
分
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。 

学
生
時
代
に
読
ん
だ
エ
ミ
ー
ル
・

ブ
ル
ン
ナ
ー
博
士
」
が
著
書
『
吾
ら
の

信
仰
』
の
中
で
「
神
は
世
界
の
中
に
存

在
す
る
の
で
は
な
く
、
世
界
が
神
の
中

に
在
り
、
人
間
が
他
の
す
べ
て
の
被
造

物
と
異
な
る
点
は
、
人
間
だ
け
が
神
の

思
想
に
与

あ
ず
か

れ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ

が
他
の
動
物
に
も
あ
る
単
な
る
性
格

・

・

と

は
違
う
理
性

・

・

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
永
遠
な
る
も
の
、
ま
た
無
限
な
る

も
の
に
思
い
を
致
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
云
っ
て
い
る
の
に
う
な
づ
く
の
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

私
は
、
三
十
歳
の
時
、
主
の
ご
恩
寵

の
中
、
後
に
東
北
教
区
主
教
に
な
ら
れ

た
今
井
正
道
師
に
よ
り
洗
礼
を
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 

   

教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  

はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構です。 

⚫ 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

⚫ わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、

毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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